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１
いち

．安息日午後
あ ん そ く に ち ご ご

 

第
だい

４
よん

期
き

「永遠
えいえん

の命
いのち

」の最後
さ い ご

の学
まな

びです。 

今期
こ ん き

は永遠
えいえん

の命
いのち

に関
かん

する様々
さまざま

な学
まな

びをしました。 

罪
つみ

の始
はじ

まり、救
すく

いの計画
けいかく

、イエス様
さま

の十字架
じゅうじか

のあがないなどです。 

期
き

の後半
こうはん

部分
ぶ ぶ ん

では死後
し ご

の状態
じょうたい

について、偽
いつわ

りの教
おし

えと比
くら

べながら聖書
せいしょ

の真理
し ん り

について学
まな

びま

した。 

一番最後
いちばんさいご

の学
まな

びは、私
わたし

たちの歩
あゆ

みのクライマックスである再臨
さいりん

・天国
てんごく

です。 

聖書
せいしょ

には、罪
つみ

によって失
うしな

われた永遠
えいえん

の命
いのち

を受
う

け取
と

る時
とき

が来
く

ると約束
やくそく

があります。 

新
あたら

しい天
てん

と新
あたら

しい地
ち

である天国
てんごく

の約束
やくそく

について考
かんが

え、天国
てんごく

を待
ま

ち望
のぞ

んでいきたいと思
おも

いま

す。 

 

２
に

．日曜日
に ち よ う び

：新
あたら

しい天
てん

と新
あたら

しい地
ち

 

ギリシャ哲学
てつがく

を信
しん

じる人
ひと

たちの中
なか

には、実在
じつざい

の（この世
よ

にある）物
もの

は悪
わる

いものだという考
かんが

え方
かた

があるようです。 

ですので、彼
かれ

ら（ギリシャ哲学
てつがく

を信
しん

じる人
ひと

たち）にとっては※１実在
じつざい

の人間
にんげん

が住
す

む実在
じつざい

の天国
てんごく

は

信
しん

じられないものなのです。 

しかし、聖書
せいしょ

は天国
てんごく

を※２実体
じったい

のあるものとして語
かた

ります。 

「わたしはまた、新
あたら

しい天
てん

と新
あたら

しい地
ち

を見
み

た。最初
さいしょ

の天
てん

と最初
さいしょ

の地
ち

は去
さ

って行
い

き、もはや海
うみ

もなくなった。」（ヨハネの黙示録
もくしろく

２ １
にじゅういち

：１
いち

） 

ヨハネの黙示録
もくしろく

の２ １
にじゅういち

、２２
にじゅうに

章
しょう

は、天国
てんごく

について記
しる

してあります。天国
てんごく

には聖所
せいじょ

や神殿
しんでん

、

住
す

まい、木々
き ぎ

のある都
みやこ

が実在
じつざい

するものとして描
えが

かれています。 

天国
てんごく

は実在
じつざい

し、私
わたし

たちはその素晴
す ば

らしい場所
ば し ょ

に向
む

かって旅
たび

をしているのです。 

天国
てんごく

を実在
じつざい

（本当
ほんとう

にある）するものとして捉
とら

え、天国
てんごく

について学
まな

ぶことは、私
わたし

たちが天国
てんごく

に住
す

む備
そな

えをするために大切
たいせつ

なことです。 



次
つぎ

の月曜日
げつようび

から木曜日
もくようび

は、天国
てんごく

がどのような所
ところ

で、どのような恵
めぐ

みを受
う

けることができるか学
まな

んでいきます。 

※１
いち

実在
じつざい

の人間
にんげん

が住
す

む実在
じつざい

の天国
てんごく

：この世
よ

に住
す

んでいる人間
にんげん

がいつか行
い

く天国
てんごく

 

※２
に

実体
じったい

のあるもの：本当
ほんとう

にあるもの 

 

３
さん

．月曜日
げ つ よ う び

：神
かみ

の神殿
しんでん

で 

天国
てんごく

に関
かん

するふたつの聖句
せ い く

から考
かんが

えてみましょう。 

「それゆえ、彼
かれ

らは神
かみ

の玉座
ぎょくざ

の前
まえ

にいて、昼
ひる

も夜
よる

もその神殿
しんでん

で神
かみ

に仕
つか

える。玉座
ぎょくざ

に座
すわ

っておら

れる方
かた

が、この者
もの

たちの上
うえ

に幕屋
ま く や

を張
は

る。」（ヨハネの黙示録
もくしろく

７
なな

：１５
じゅうご

） 

「わたしは、都
みやこ

の中
なか

に神殿
しんでん

を見
み

なかった。全能者
ぜんのうしゃ

である神
かみ

、主
しゅ

と小羊
こひつじ

とが都
みやこ

の神
しん

殿
でん

だからで

ある。」（ヨハネの黙示録
もくしろく

２ １
にじゅういち

：２２
にじゅうに

） 

このふたつの聖句
せ い く

はどちらも天国
てんごく

のことを記
しる

しています。ただ、※３矛盾
むじゅん

があるように感
かん

じま

す。 

ひとつ目
め

の聖句
せ い く

は、「神殿
しんでん

」で神様
かみさま

に仕
つか

える人
ひと

たちが登場
とうじょう

します。 

ふたつ目
め

の聖句
せ い く

は、「神殿
しんでん

を見
み

なかった」とあります。天国
てんごく

には神殿
しんでん

があるのかないのか、ど

うなのでしょうか。 

天国
てんごく

の神殿
しんでん

はもともと、天
てん

の軍勢
ぐんぜい

が神様
かみさま

を礼拝
れいはい

する場所
ば し ょ

でした。しかし、罪
つみ

が起
お

こってしまっ

たばかりに、神殿
しんでん

は礼拝
れいはい

の場所
ば し ょ

であると同時
ど う じ

に、人間
にんげん

に救
すく

いを※４提供
ていきょう

する場所
ば し ょ

にもなったので

す。 

私
わたし

たちが天国
てんごく

に入
はい

る時
とき

、罪
つみ

の問題
もんだい

はもう無
な

くなっています。 

ですから、天
てん

の神殿
しんでん

は人
ひと

に救
すく

いを※４提供
ていきょう

するという役割
やくわり

はもう必要
ひつよう

なくなります。 

ですので、ヨハネは「神殿
しんでん

を見
み

なかった」と記
しる

したのです。 

その一方
いっぽう

、神様
かみさま

を礼拝
れいはい

することは永遠
えいえん

に続
つづ

きます。 

大切
たいせつ

なことは、天国
てんごく

は最初
さいしょ

からそうであるように、絶
た

えず礼拝
れいはい

をしているということです。 

この天国
てんごく

の礼拝
れいはい

は小羊
こひつじ

であるイエス様
さま

を中心
ちゅうしん

としています。 

そのような素晴
す ば

らしい場所
ば し ょ

であるということを覚
おぼ

えておきましょう。 

※３
さん

矛盾
むじゅん

があるように感
かん

じます：「神殿
しんでん

で神
かみ

に仕
つか

える人
ひと

がいる」「神殿
しんでん

を見
み

なかった」という２
ふた

つの聖句
せ い く

の意味
い み

が違
ちが

うことに違和感
い わ か ん

があるということ 

※４
よん

提供
ていきょう

する：与
あた

える 

 

４
よん

．火曜日
か よ う び

：神
かみ

の御前
み ま え

で 

神様
かみさま

に会
あ

ってみたいなとか、神様
かみさま

の顔
かお

を見
み

てお話
はな

ししてみたいなとか思
おも

ったことはないでしょ

うか？ もしかしたら神様
かみさま

に会
あ

ったことがある方
かた

もいるかもしれません。 



ただ残念
ざんねん

ながら、今
いま

の罪
つみ

の世
よ

の中
なか

では、いつも神様
かみさま

に会
あ

ったり神様
かみさま

の顔
かお

を見
み

たりすることはで

きません。しかし天国
てんごく

はどうでしょうか。 

「もはや、呪
のろ

われるものは何一
なにひと

つない。神
かみ

と小羊
こひつじ

の玉座
ぎょくざ

が都
みやこ

にあって、神
かみ

の僕
しもべ

たちは神
かみ

を礼
れい

拝
はい

し、御
み

顔
かお

を仰
あお

ぎ見
み

る。彼
かれ

らの額
ひたい

には、神
かみ

の名
な

が記
しる

されている。」（ヨハネの黙示録
もくしろく

２２
にじゅうに

：

３
さん

、４
よん

） 

天国
てんごく

は神様
かみさま

の顔
かお

を見
み

るという最高
さいこう

の恵
めぐ

みを受
う

けることができるのです。また、ガイドでは神様
かみさま

を見
み

ることと清
きよ

さが関
かん

連
れん

していると示
しめ

しています。 

「心
こころ

の清
きよ

い人
ひと

々
びと

は、幸
さいわ

いである、その人
ひと

たちは神
かみ

を見
み

る。」（マタイによる福音書
ふくいんしょ

５
ご

：７
なな

） 

私
わたし

たちが天国
てんごく

へ行
い

くことは、イエス様
さま

の十字架
じゅうじか

の死
し

によって確
たし

かなものとなりました。 

ただ、私
わたし

たちは今
いま

この地上
ちじょう

で天
てん

国
ごく

へ入
はい

る備
そな

えをするために※５清
きよ

めの過程
か て い

を経験
けいけん

するのです。

清
きよ

めの中心
ちゅうしん

は神様
かみさま

のみ言葉
こ と ば

への※６服従
ふくじゅう

だということを心
こころ

に留
と

めましょう。 

※５
ご

過程
か て い

：少
すこ

しずつ清
きよ

めをしていただく 

※６
ろく

服従
ふくじゅう

：絶対
ぜったい

に従
したが

っていくこと 

 

５
ご

．水曜日
す い よ う び

：もはや死
し

も涙
なみだ

もない 

天
てん

国
ごく

に関
かん

する素
す

晴
ば

らしい聖句
せ い く

を読
よ

みましょう。 

「彼
かれ

らの目
め

の涙
なみだ

をことごとくぬぐい取
と

ってくださる。もはや死
し

はなく、もはや悲
かな

しみも嘆
なげ

き

も労苦
ろ う く

もない。最
さい

初
しょ

のものは過
す

ぎ去
さ

ったからである。」（ヨハネの黙示録
もくしろく

２ １
にじゅういち

：４
よん

） 

天国
てんごく

には死
し

がなく、悲
かな

しみも嘆
なげ

き
き

も労
ろう

苦
く

もないとはっきり書
か

いてあります。 

これは、死
し

んだ後
あと

に地
じ

獄
ごく

に行
い

って苦
くる

しむというような、これまで扱
あつか

ってきた※７霊魂
れいこん

不滅
ふ め つ

の考
かんが

え方
かた

とは全
まった

く違
ちが

います。 

私
わたし

たちは現
げん

実
じつ

の生
せい

活
かつ

の中
なか

で、傷
きず

つくことや悲
かな

しいこと苦
くる

しいことをたくさん経験
けいけん

します。 

しかし神
かみ

様
さま

は私
わたし

たちから多
おお

くの悲
かな

しみを取
と

り除
のぞ

きたいと考
かんが

えておられるのです。 

そして、それは再臨
さいりん

の時
とき

に実現
じつげん

します。罪
つみ

が無
な

くなり、死
し

が無
な

くなる時
とき

に、私
わたし

たちは心
こころ

の底
そこ

から喜
よろこ

ぶのです。 

天
てん

国
ごく

は罪
つみ

と死
し

が無
な

い素
す

晴
ば

らしい所
ところ

だということを覚
おぼ

えておきましょう。 

※７霊魂
れいこん

不滅
ふ め つ

：体
からだ

は死
し

んでも 魂
たましい

は肉体
にくたい

を離
はな

れてこの世
よ

にいること 

 

６
ろく

．木曜日
も く よ う び

：彼
かれ

らの額
ひたい

には神
かみ

の名
な

が記
しる

され 

火曜日
か よ う び

で扱
あつか

った天国
てんごく

の聖句
せ い く

から、天国
てんごく

についてまた新
あたら

しい学
まな

びをします。 



「もはや、呪
のろ

われるものは何一
なにひと

つない。神
かみ

と小羊
こひつじ

の玉座
ぎょくざ

が都
みやこ

にあって、神
かみ

の僕
しもべ

たちは神
かみ

を礼拝
れいはい

し、御
み

顔
かお

を仰
あお

ぎ見
み

る。彼
かれ

らの額
ひたい

には、神
かみ

の名
な

が記
しる

されている。」（ヨハネの黙示録
もくしろく

２２
にじゅうに

：３
さん

、

４
よん

） 

「彼
かれ

らの額
ひたい

には、神
かみ

の名
な

が記
しる

されている。」と素晴
す ば

らしい恵
めぐ

みが記
しる

されています。 

ただ、私
わたし

たちはどうすれば額
ひたい

に神
かみ

の名
な

を記
しる

すことができるのでしょうか。 

神様
かみさま

は罪
つみ

の存在
そんざい

になった人類
じんるい

を救
すく

うために、「救
すく

いの計画
けいかく

」をお立
た

てになりました。 

この計画
けいかく

の中心
ちゅうしん

は永遠
えいえん

の命
いのち

の約束
やくそく

です。 

永遠
えいえん

の命
いのち

はイエス様
さま

を信
しん

じる者
もの

すべてに与
あた

えられ、十字架
じゅうじか

によって備
そな

えられたのです。 

私
わたし

たちは、イエス様
さま

を受
う

け入
い

れ、イエス様
さま

にゆだね、イエス様
さま

のうちにある新
あたら

しい命
いのち

を求
もと

め、イエス様
さま

により頼
たの

むなら、※８救
すく

いの保証
ほしょう

を得
え

ることができます。これが神様
かみさま

の名
な

を額
ひたい

に記
しる

されるという意味
い み

です。 

※８救
すく

いの保証
ほしょう

を得
え

ること、神様
かみさま

の名
な

を額
ひたい

に記
しる

されることは、今
いま

、イエス様
さま

を信
しん

じることによ

って、※９得
え

ることができます。 

そして、神様
かみさま

から離
はな

れず、真
ま

っ直
す

ぐに人
じん

生
せい

の歩
あゆ

みを進
すす

めると、天国
てんごく

においても額
ひたい

に神様
かみさま

の名
な

を

書
か

かれた者
もの

となるのです。 

※８
はち

救
すく

いの保証
ほしょう

を得
え

ることができます：必
かなら

ず救
すく

われると約束
やくそく

されます 

※９
きゅう

得
え

る：勝
か

ち取
と

る 

 

７
なな

．金曜日
き ん よ う び

：さらなる研究
けんきゅう

 

参考
さんこう

資料
しりょう

として、『
「

各時代
かくじだい

の大争闘
だいそうとう

』第
だい

４ ２
よんじゅうに

章
しょう

「大争闘
だいそうとう

の集結
しゅうけつ

」を読
よ

みましょう。 

「大争闘
だいそうとう

は終
お

わった。もはや罪
つみ

はなく罪人
つみびと

もいない。全宇宙
ぜんうちゅう

はきよくなった。調和
ちょうわ

と喜
よろこ

びの

ただ１
ひと

つの脈
みゃく

拍
はく

が、広大
こうだい

な大宇宙
だいうちゅう

に脈打
みゃくう

つ。いっさいを創造
そうぞう

されたお方
かた

から、いのちの光
ひかり

と

喜
よろこ

びとが、無限
む げ ん

に広
ひろ

がっている空
くう

間
かん

に流
なが

れ出
で

る。最
もっと

も微
び

細
さい

な原
げん

子
し

から最
さい

大
だい

の世
せ

界
かい

に至
いた

るまで、

万物
ばんぶつ

は、生物
せいぶつ

も無生物
むせいぶつ

も、かげりのない美
うつく

しさと完全
かんぜん

な喜
よろこ

びをもって、神
かみ

は愛
あい

であると告
つ

げ

る。」 

（『希望
き ぼ う

への光
ひかり

』
」

1 9 3 0
せんきゅうひゃくさんじゅっ

ページ、『各時代
かくじだい

の大争闘
だいそうとう

』
」

下巻
げ か ん

4 6 7
よんひゃくろくじゅうなな

ページ）。 

新
あたら

しい天
てん

と新
あたら

しい地
ち

である天国
てんごく

の約束
やくそく

について確認
かくにん

しました。 

天
てん

国
ごく

で受
う

ける大
おお

きな恵
めぐみ

みについて思
おも

い巡
めぐ

らしましょう。そして、天
てん

国
ごく

を待
ま

ち望
のぞ

みつつ 天
てんごく

国を

目
め

指
ざ

して人
じん

生
せい

の歩
あゆ

みを進
すす

めましょう。 

 

話
はな

し合
あ

いのための質問
しつもん

 

・天
てん

国
ごく

で受
う

ける恵
めぐ

みについて、一番
いちばん

嬉
うれ

しいもの、ワクワクするものについて話
はな

し合
あ

いましょう。

天国
てんごく

のことを考
かんが

え、天国
てんごく

を目指
め ざ

しつつ日々
ひ び

の生活
せいかつ

を送
おく

ることはなぜ大切
たいせつ

なのでしょうか？ 



・今期
こ ん き

の学
まな

びを振
ふ

り返
か

って、印象
いんしょう

に残
のこ

った学
まな

びや心
こころ

に留
と

めておきたい箇
か

所
しょ

などを話
はな

し合
あ

いまし

ょう。 


